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QuickTime Capture モジュールは Chart のアドオンソフトウェアで、Chart データと一緒

に QuickTime ムービーを記録できます。 

 

この章では Macintosh 用の QuickTime Capture モジュールの概要とそのインストール方

法を説明します。 

基本事項

C H A P T E R 
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このユーザーズガイドについて 

 

このユーザーズガイドは、QuickTime Capture モジュールの v1.2（および v1.2.1、1.2.2）

についての詳細な情報を掲載しています。 

「Getting Start with PowerLab」と「Chart ユーザーズガイド」をすでにお読みになってい

ることを前提としています。 

 

QuickTime Capture について 

 

Quick QuickTime CaptureモジュールはChartにビデオ機能と音声機能を追加します。

このモジュールでムービーを記録するにはPowerLab SP、/ST、/20、/25、/30シリーズを

使用してください。これ以外のPowerLab、MacLabでQuickTime Captureの機能を使うこ

とはできません。ビデオと音声を別々に記録するにはビデオカメラやマイクロフォンなど

の音声記録機器をコンピュータに接続しておく必要があります。カメラはUSBかFireWire

ケーブルで接続ができます。 

 

QuickTimeCaptureを使用するとQuickTimeムービーとChartデータを同時に記録するこ

とが可能です。記録後にデータとムービーを同時に再生することが可能なので、各デー

タポイントに対応する画像が再生できます。また、その逆にムービーの各フレームに対

応したデータポイントもディスプレイできます。例えば、ムービーで運動用バイクのペダ

ルを漕いでいる人の映像を再生しながら、Chartデータでその人の様々な筋肉の電気

活動を表示することができます。同時に再生すれば、ペダルを漕ぐ脚の位置と筋肉活

動の関係を観察することができます。 

 

QuickTimeCapture モジュールのインストール 

 

ソフトウェアをインストールするためのCD-ROMがお手元に配布されているはずです。

QuickTime Captureをインストールする前に、Chartをインストールしておくべきですが、

Chartは起動させないでください。 

 

1. ご使用のコンピュータのCD-ROMドライブにQuickTimeCapture Module Installer 

CDを挿入してください。画面にQuickTime Capture Installerアイコン、本ガイドの

PDFファイル、Read Meファイル(本ガイドの情報内包)が表われます。 

 

2. QuickTime Capture Installerアイコンをダブルクリックしてください。QuickTime 

Capture Installerウィンドウが表示されます。 

 

3. 画面に表示された情報を読み、ソフトウェアをインストールするためのハードディスク

Chapter １  基本事項 
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を選択してください（ハードディスクを１つ以上搭載の場合）。 

 

4. Installボタンをクリックして、インストールを始め、その指示に従ってください。以下の

ファイルハードディスクにコピーされます。 

・QuickTime Capture(5) ファイルがChart5:Extensionsフォルダにコピーされます。 

・QuickTime Capture Module User’s Guide（英文）が

Chart5:Documentation:QuickTime Captureフォルダにコピーされます。 

 

5. インストールが完了すると、ダイアログで完了が告知されます。 

 

次回にChartを起動したときに、モジュールが自動的にロードされます。 

 

インストールが終了したら、オリジナルのCDを安全な場所に保管しておいてください。

各ソフトウェアの購入者には一度に一台のコンピュータでの使用しかライセンスされてい

ません。 

 

初めてご使用される場合 

 

QuickTime Captureモジュールを使用するには、デスクトップのChartショートカットアイコ

ン、およびハードディスク内のChartプログラムファイルをダブルクリックしてChartを起動

してください。QuickTime Captureモジュールのライセンスコードを入力する必要がありま

す。 

 

QuickTime Capture のライセンスを入力する 

 

QuickTime Captureモジュールのライセンスが入力されていないと、Chart起動時に毎回

Add Licenseダイアログが表示されます。（図1-1） 

 

Don’t Loadをクリックすると、QuickTime Captureモジュールの機能を使用することはで

きず、通常の機能のみのChartが起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-1

Add License ダイアログ
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Evaluate をクリックすると、制限付でモジュールの機能を使用することができます。 

 

ご購入時にはパッケージにライセンスコードが付属してきます。ライセンスコードを入力

するには、Add License をクリックして下さい。この操作でライセンスマネージャダイアログ

が表示されます（図 1-2）。このダイアログは、メニューの Chart > Preferences > License 

Manager を選択することでいつでも呼び出せます。 

 

 

ライセンスコードをテキストボックスに入力し、Add をクリックして下に表示されているライ

センスコードリストに加えて下さい（下 4 桁は、セキュリティのために xxxx と示されます）。

License Manager ダイアログボックスについての詳細は、Chart User’s Guide をご参照く

ださい。 

 

Chart インターフェースに加わる項目 

 

QuickTime Captureがインストールされた状態でChartを起動すると、モジュールの機能

が自動的にロードされます。Capture メニューがメニューバーに加わり（図 1-3）、Window

メニューの中に Video Preview と Movie という項目が追加されます（図 1-4）。 

 

 

図 1-2

License Manager ダイア

ログ

図 1-3

Capture メニューが追加

Chapter １  基本事項 
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Chart モジュールの取り扱い 

 

モジュールの機能を使用する必要がない場合に機能を無効にすると、Chart のメモリ必

要量が減るためシステムのパフォーマンスを向上させることができます。Chart の起動時

に Extensions Manager を使用して、モジュールをロードするかどうかを制御できます。 

 

Software Update 機能は、新バージョンのモジュールが ADInstruments の Web サイトか

らダウンロード可能かどうかを自動的にチェックします。 

 

より詳細な情報は Chart User Guide をご参照下さい。 

 

図 1-4

Video Preview と Movie

が追加
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この章では、ムービーを記録・保存するための QuickTime Capture モジュールのセット

アップ方法について解説します。 

セットアップ

C H A P T E R 
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ビデオキャプチャー設定（Capture Settings） 

 

ビデオ記録を行う前に、QuickTime Capture の設定を Capture Settings ダイアログで行う

必要があります。Capture > Capture Settings…を選択するとダイアログが開きます。

Capture Settings ダ イ ア ロ グ に は 3 つ の 設 定 項 目 が あ り ま す ： Recording 、

Synchronization、Disk Cache です。ムービーの記録に関する設定は Recording で行い

ます。実験の内容によっては、SynchronizationとDisk Cacheの設定は必ずしも行う必要

はありません。 

 

Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ設定 

 

Recording 設定画面（図 2-1）ではムービーのタイプ、スタート・ストップの方法、フレーム

サイズなどを設定します。 

 

ムービーのタイプ 

 

ムービーのみ、音声のみ、又は両方同時に、1 つのファイルとして保存することができま

す。Record video と Record audio チェックボックスに正しくチェックを入れて下さい。チェ

ックをいれたものが保存されます。 

 

スタート･ストップの方法 

 

Capture Setting ダイアログの Start、Stop の項目を設定して、ムービーの記録のコントロ

ールを Chart のスタートボタンで行うか、Video Preview ウィンドウの Record ボタンで行う

かを指定できます。 

 

・ Start、Stop の設定で Automatic を選択すると、Chart のスタートボタンを押したとき

にムービー記録がスタートし、Chart のストップボタンを押したときにムービー記録が

ストップします。Start と Stop の両方で Automatic が選択された場合、Video Preview

図 2-1

Capture Settings ダイア

ログの Recording 設定画

面
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ウィンドウで Record ボタンと elapsed time が表示されません。 

・ Start、Stop の設定で Manual を選択すると、手動でムービー記録のスタート・ストッ

プを制御できます。Start の設定が Manual となっている場合、Chart の記録中に、

Video PreviewウィンドウのRecordボタンをクリックすることでムービー記録がスタート

します。ムービー記録中は、このボタンは Pause という表示になるか、灰色になりま

す。Stop の設定が Manual となっている場合、Pause ボタンをクリックするとムービー

記録がストップします。しかしながら、Chart の記録をストップすると、どのような状況

で も ム ー ビ ー 記 録 も 同 時 に ス ト ッ プ し ま す 。 Video Preview ウ ィ ン ド ウ の

Record/Pause ボタンの代わりに、Capture メニューの Start Recording コマンドで操

作を行うことができます。このコマンドにキーボードのショートカットキーを割り当て

（Chart > Preferences > Menus…）、操作をより簡単にすることができます。 

・ Start の設定が Internal Timer となっている場合、Start 時間設定入力が現われます。

Stop の設定が Automatic か Manual のどちらの状態になっていても、内部タイマー

によりムービーの記録のスタートを Chart の記録のスタート時から任意の時間だけ

（Start 時間設定入力で指定した時間だけ）遅らせることができます。 

・ Stop の設定が Fixed Duration となっている場合、Stop 時間設定入力が現われます。

Start の設定が Automatic か Manual のどちらの状態になっていても、Stop 時間設定

入力で指定した時間でムービー記録を自動的にストップします。 

・ Start の設定が Internal Timer となっていて、Stop の設定が Fixed Duration になっ

ている場合、ムービーの記録は Chart のスタートから Start 時間設定入力で指定し

た時間遅れて開始し、Stop 時間設定入力で指定した時間で自動的にムービー記

録をストップします。その後も Chart の記録を継続すると、Start 時間設定入力の指

定時間から Stop 時間設定入力の指定時間を引いた時間分のディレイの後、再びム

ービー記録を Stop 時間設定入力の時間分行い、このサイクルは Chart の記録が続

いている間繰り返されます。図 2-2 の例では、Chart で記録を開始すると、Video 

recording タイマーが 1 分間のカウントダウンを開始し、1 分経過後 20 秒間ムービ

ー記録を行い、ムービー記録終了後 40 秒経過すると再び 20 秒間ムービー記録を

行います。Start 時間設定入力の長さは Stop 時間設定入力の長さよりも長い必要が

あります（そのように設定しないと、警告がでます）。 

 

図 2-2

Recording 設定で、Start

と Stop の時間設定入力

を表示させたところ

Chapter ２ セットアップ 
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フレームサイズ 

 

Size ポップアップメニューから、保存するムービーのフレームのサイズをピクセルで指定

できます。このメニューは、Record Video が選択されている場合のみアクティブになりま

す。 

・ 160×120、240×180、320×240、720×480 

・ サイズはカメラの分解能に基づいています（Quarter、Half、Full）。 

・ Edit Custom…を選択すると、サイズをカスタマイズできます。 

 

Synchronization 設定 

 

Synchronization 設定画面（図 2-3）では、ムービーと Chart データの同期についての設

定を行います。 

 

 

Synchronization Correction 

 

ほとんどの場合、ムービーと Chart データははじめから十分に同期しています。しかし、

例えばビデオカメラのドライバがビデオフレームのタイムスタンプを正確に行わない場合、

この項目で Synchronization Correction の値を入力して調整を行う必要があります。例

えば、実際の Chart データよりもビデオフレームが 0.1 秒早い場合、値を 0.1 と入力する

とおよそ一致します（本当に完全に同期させることはほぼ不可能です）。 

 

QuickTime Capture モジュールは Synchronization Correction の正しい値を自動検出す

る機能を備えています。この自動同期機能（Auto Sync）の使い方は： 

 

1. Auto Sync をクリックします。スクリーンが中心から 2 つに分割され、片側に黒、片側

に白の画面が表示されます。画面左上に、カメラの画面を表示するプレビューウィ

ンドウが現われます。 

図 2-3

Capture Settings ダイア

ログの Synchronization

設定画面
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2. カメラをスクリーンに向けます。以下の点に注意します： 

・ 黒と白の境目のラインが垂直になるよう、カメラをしっかりとセットします。 

・ スクリーン全体がちょうどカメラに映り、それでいてスクリーン以外の余計なものが映

っていないよう、カメラの位置およびズームを調節します。 

・ 黒と白の境目のラインは、おおよそカメラの画面の中心にくるようにします。 

 

黒と白のエリアが互いに入れ替わりを繰り返し、入れ替わりの瞬間と実際のカメラ画像に

映る映像とのずれの時間を自動的に検出し、正しい Synchronization Correction の値を

割り出します。この値は Auto Sync ボタンの隣のテキストフィールドに自動的に記入され

ます。この数値を手入力で修正することもできます。 

 

3. OK をクリックし、設定を適用させます。 

 

記録済みのデータに対して、Synchronization Correction を行う 

 

Synchronization Correction 機能が追加される前の古いバージョンの QuickTime 

Capture で記録したデータファイルに対し、Synchronization Correction を行うことができ

ます。2 つの方法があります： 

 

・ もしも記録したときに使用したカメラの Synchronization Correction の値がわかる場

合は、その数値を手動で入力してください。 

・ 使用したカメラの Synchronization Correction 値がわからない場合は、新規で同期

を取る場合と同様にカメラをスクリーン前にセットし、該当する古い Chart データファ

イルを開き、Auto Sync 機能を実行し、ファイルを上書き保存してください。 

 

新規ファイルへ Synchronization Correction を適用 

 

同じカメラで引き続き記録を行う場合には、同じ Synchronization Correction 値をデフォ

ルト値として、新規ファイルへ適用させると便利です。Synchronization 設定画面の下半

分の右にある Save ボタンを押すとこれが実行されます。新規の Chart ドキュメントは、デ

フォルトでこの Synchronization Correction 値が入力されています。 

 

Disk Cache 設定画面 

 

Disk Cache 設定画面（図 2-4）では、記録する最大ムービーサイズと一時的なムービー

保存場所を設定できます。 

 

一時的なムービー保存場所（Temporary movie location） 

 

Chart ファイルを保存すると、同期したムービーが Chart データファイルの保存場所と関

Chapter ２ セットアップ 
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連した場所に保存されます（「ムービーファイルの保存（P20）」をご参照ください）。しかし

その保存の前段階で、QuickTime Capture は一時的にムービーを保存しておく場所を

必要とします。一時的なムービー保存場所はデフォルトで設定されていますが、

Choose…をクリックして別のフォルダを選択することができます。 

 

1 つ以上のハードディスクがコンピュータに入っている場合、十分に容量に空きがある方

に一時ムービー保存場所を指定してください。 

 

記録用のフリーディスクスペース（Free Disk Space For Recording） 

 

このスライダーバーでは、ハードディスクの空き容量の何パーセントをムービー記録用

に割り当てるかを設定します。 

 

この設定は、長期のムービー記録を行う場合などに重要です。QuickTime と Chart はデ

ィスクスペースを取り合うので、大容量のムービーファイルにより Chart データ保存用の

スペースがなくなってしまわないよう、ここで割り当てを行います。 

 

割り当てられたスペースがムービーで一杯になると QuickTime Capture は自動的にムー

ビー記録をストップしますが、Chart の記録は継続されます。記録をストップすると、使用

されなかったスペースは開放されます。新しいムービーを記録する度に少しずつディス

クスペースが消費されてゆき、QuickTime Capture は設定パーセンテージに基づいて毎

回ムービーに割り当てるディスクスペース量を再計算します。 

 

ビデオとオーディオの設定 

 

QuickTime Capture には 2 つの QuickTime 標準設定を行うダイアログがあります。これら

は接続する記録デバイスの調整を行うための設定で、Capture > Video Settings…、およ

び Capture > Audio Settings…からアクセスできます。 

図 2-4

Capture Settings ダイア

ログの Disk Cache 設定

画面
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ビデオの設定 

 

Video Settingsでは圧縮の種類とフレーム速度、コントラスとブライトネスの選択、１つ以

上のカメラを接続する場合の入力ソースを選択します。 

 

Compression type：このポップアップメニューは、エクスポートしたムービーを圧縮する

「コーデック」を選択するために使われます。圧縮方式はコーデックにより決まります。コ

ーデックは圧縮と解凍の方式の両方を規定しています。圧縮はムービーサイズを小さく

するため、および再生のスピードを早くするために必要とされます。システムにインストー

ルされたすべてのコーデックをこのメニューから選択可能です；これらは通常 QuickTime

のインストール時に同時にインストールされます。Graphics コーデックは通常、圧縮時間、

圧縮サイズの両方の点で、最良の結果が得られます。 

 

Frames per second：フレームレートを選択できます。再生のスムーズさとムービーファイ

ルサイズの兼ね合いです。高いフレームレートだと再生がスムーズになります。低いフレ

ームサイズだとファイルサイズが小さくなり、インターネットやストリーミングムービーとして

の使用に適します。 

 

スクローリングレートよりも大きくフレームレートを上げることは、あまり意味がありません。

必要以上にフレームレートが高いと単にフレームを複製するような状態になり、無駄にフ

ァイルサイズが大きくなります。ムービー再生のスクローリングレート（ピクセル/秒）は、

「サンプリングレート」を「水平圧縮比」で割って計算されます。サンプリングレートは 1 秒

あたりに Chart が記録するデータのサンプルポイント数です。水平圧縮比（例 5:1）は、

Chart ビューの右下の圧縮ボタンでセットされます。 

 

周期的な信号の周波数とフレームレートの相互作用はエイリアシングに繋がることにご

注意ください。 

 

オーディオの設定 

 

圧縮タイプ、サンプリングレート、入力ソース（もし1つ以上の音響ソース装置が接続され

ている場合）などの設定を行います。 
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この章では Chart でムービーファイルを記録、再生、保存する方法を説明しています。 

記録

C H A P T E R 
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QuickTime Capture で記録 
 

QuickTime Captureでムービーの記録を行うには、ビデオカメラがコンピュータのUSBポ

ートおよびFireWireポートに直接接続される必要があります。 

 

Video Previewウィンドウ（図3-1）ではカメラからのリアルタイムでのプレビューを見ること

ができます。これは記録セッションをセットアップする時に役立ちます。このウィンドウが

閉じているか、またはその他のウィンドウによって隠れている時、ChartのWindowsメニュ

ーからVideo Previewを選択すると表示されます。Video Previewウィンドウのサイズは、

Capture Settings ダイアログで指定したものが表示されます。Video Previewウィンドウの

下の表示は、Capture Settingsダイアログで指定したStartとStopの方法によって変化し

ます。（「Start・Stopの方法（P10）」をご参照ください。） 

 

 

 

 

録画されたカメラの画像に満足な場合は、記録を始めてください。Start、Stopをどのよう

に制御するかは、Capture Settings ダイアログで設定した内容によって異なります。

ChartのStartボタン、およびVideo PreviewウィンドウのRecordボタンで操作を行って下さ

い。 

 

記録の再生 
 

記録が終了すると、ムービーがMovieウィンドウに映ります（図3-2)。音声のみのムービ

ーが記録されている場合、ムービウィンドウはコントロールバーをディスプレイして、音声

を再生しますが、画像は表示されません（図3-3）。 

 

図 3-1

Video Preview ウィンドウ

（Start が Manual に設定さ

れています。）

Chapter ３ 記録 



 

 18          QuickTime Capture User’s Guide 

 

 

 

 

Chartで記録を開始する度に、データの新規ブロックが始まり、記録を再度停止すると新

しいムービーがMovieウィンドウにディスプレイされます。 

 

Movieウィンドウが閉じていたり、隠れている場合には、WindowsメニューからMovieを選

択してください。 

 

Movieウィンドウの下部にあるコントロールバーでPlayボタンをクリックすると、ムービーが

再生できます。ムービー再生中は、PlayボタンはPauseボタンになります。コントロールバ

ー上の矢印コントロールを使用すると、ムービーを前後に移動できます。 

 

コントロールバーから、ポップアップメニューを含むムービー関連コマンドにアクセスでき

ます（図3-4）。 

 

 

 

Previous Movieは現行ムービー以前に保存されているムービーをロードします（存在し

ているなら）。Next Movieは現行ムービーの次ぎに保存されたムービーをロードします

（存在しているなら）。ShowMovie MarkerはMovie Markerをディスプレイして、Chartウィ

図 3-2

Movie ウィンドウ（Record

 video と Record audio の

両方が選択された場合）

図 3-3

Movie ウィンドウ（Record

 audio が選択され、Reco

rd video が選択されてい

ない場合）

図 3-4

Movie ウィンドウ ポップ

アップメニュー
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ンドウのデータ上をスクロールさせます。Show in FinderはFinder内に現時点でロードさ

れているムービーを表示します。 

 

Movie Marker 

 

Movie Markerは現行ムービーフレームに対応するChartのデータポイントを指示します

（図3-5)。ロードされたムービーが再生される時、Movie MarkerがChartデータポイントの

現行位置を表示します。 

 

 

 

ある特定のデータポイントに対応するムービーフレームをナビゲートするには２通りの方

法があります。第一の方法としては、ChartウィンドウでMovie Markerをドラッグするやり

方。第二の方法としては、アクティブポイントを設定するか、または観察するエリアをセレ

クシ 

ョンし、CaptureメニューからSet Movie Positionを選択するやり方です（あるエリアをセレ

クションすると、Movie Markerがそのセレクションのスタート点に表われます）。複数のデ

ータポイントが存在する場合、Chartウィンドウの一番上にあるブロックボタンを使用して、

データブロックを選択し、それから前述した第二の方法を適用すると、全ファイル中

Movie Markerをドラッグするよりも簡単なはずです。 

 

エリアをセレクションした後、CaptureメニューからPlay Selectionを選択すると、そのセレ

クションに対応するムービーを再生することができます。 

 

記録したビデオとChartデータの同期は正確です（マイクロセカンドの範疇で）。どの様

にビデオの同期がとられるかについての詳細は『Appendix A（P22）』を参照ください。記

録された音声とChartデータの同期はビデオも記録されている場合にのみ正確です。ビ

デオの記録がない場合は、おおよそです。 

 

図 3-5

Movie Marker が表示さ

れている Chart ウィンドウ

Movie Marker

Chapter ３ 記録 
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ムービーファイルの保存 
 

記録が終了すると、ムービーがMovieウィンドウに映ります（図3-2)。音声のみのムービ

ーが記録されている場合、ムービウィンドウはコントロールバーをディスプレイして、音声

を再生しますが、画像は表示されません（図3-3）。 

 

QuickTime Captureは記録されたChartデータのブロックごとに別々のムービーを記録し

ます。QuickTime Captureはそれらのムービーを”ChartMovie1.mov ”、”Chart 

Movie2.mov ”というようにタイトル付けしていきます。 

 

Chartファイルが最初に保存されるまでは、ムービーはCapture Settingsダイアログボッ

クスで設定された保存場所に一時的に保存されます（『ムービーの一時保存場所』を参

照）。Chartファイルの保存を実行すると、そのファイルに関連したムービーも同時に保

存するかどうかが尋ねられます。Yesをクリックすると、ムービーは保存されたChartファイ

ルと同じレベルのフォルダに保存されます。これ以後はそのファイルに関連したすべて

のムービーがこのフォルダに保存されます。フォルダの名称は保存されたファイルの名

称から派生します。例えば、Chartデータを”Experiment 1 ”という名称のファイルに保存

した場合、そのフォルダは”Experiment 1 movies ”というタイトルになります。 

 

ムービーは関連しているChartファイルと同じレベルのフォルダに保存されるべきです。

もしファインダ内のChartファイルを名称変更や移動した場合には、ムービフォルダの名

称変更や移動も同様に実行しておかない限り、QuickTime Captureは関連ムービーを

見つけることができなくなります。 

 

セレクションを保存した場合（ChartのSave Selection...コマンドを使用して）、関連ムービ

ーは選択されたセレクションの範囲内のもののみとなります。. 

 

Chartデータを保存せずにChartを終了した場合には、未保存のデータに関連したムー

ビーは削除されます。 

 

 

ムービーフレームの印刷と保存 
 

ムービーの個々のフレームの印刷や保存が可能です。 

 

・ Movie ウィンドウか Chart ウィンドウを操作して、印刷および保存を行いたいフレーム

を表示させます（「Movie Marker（P19）」を参照）。 
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・ 必要であれば、File > Page Setup…を開き、プリンターのページ設定を行ってくださ

い。 

・ Movie Window を選択して最前面にした状態にすると、File メニューの Print…コマン

ドが Print Movie Frame…に変化します。これを選択すると Print ダイアログが開きま

す。 

 

印刷を行うには： 

・ Print ダイアログのポップアップメニューから印刷の設定を行います。 

・ Print ボタンをクリックするとページレイアウトダイアログが現われます。印刷時のイメ

ージのサイズと位置を調整できます。OK をクリックするとフレームの印刷を開始しま

す。 

 

PDF として保存するには： 

・ Save as PDF ボタンをクリックすると、ページレイアウトダイアログが開きます。ここで

イメージのサイズと位置を調整できます。OK をクリックすると、PDF ファイルのファイ

ル名と保存場所を指定する画面となります。Save をクリックしてフレームを保存してく

ださい。 

Chapter ３ 記録 
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このアペンディクスはQuickTime Captureムービーとそれに関連するChartデータとの同

期がどの様にとられるかについて説明しています。ここでの説明はQuickTime Capture

の使用に関する知識がなくてもご理解頂けます。 

 

ビデオ同期

A P P E N D I X 
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ビデオ同期 
 

ビデオを記録すると、記録されたQuickTimeムービーの各フレームはChartデータ内に

関連するサンプルポイントを備えています。このサンプルポイントはMovie Markerの位置

としてChartウィンドウ上に示すことができ、以下の様に決定されます。 

 

QuickTimeムービーフレームは開始時間と持続時間をもっています。与えられたムービ

ーフレームに対応するChartサンプルポイントを見つけるには、そのフレームの開始時

間に最も近似した時間のサンプルポイントが使用されます。与えられたChartサンプル

に対応するムービーフレームを見つけるには、フレームの持続時間中にそのサンプル

が含まれているものが使用されます。 

 

QuickTime と PowerLab 間の同期 

 

QuickTimeで測定された時間とPowerLabで測定されたサンプルの時間の同期はマイク

ロセカンドの単位が採用されます。この同期はQuickTimeとMacintoshをまず同期させる

ことで実行され、次ぎにMacintoshとPowerLabの同期がとられます。 

 

QuickTime と Macintosh 間の同期 

 

QuickTime CaptureはQuickTimeとムービー記録の開始時のMacintoshタイムベースに

同期します（GetTimeBaseTimeとMicrosecondsを比較することによって）。 

 

Macintosh と PowerLab 間の同期 

 

ChartはMacintoshとPowerLabタイムベースの間の偏差を矯正します。これは16,000サン

プル毎の最初と最後のサンプルを比較、または記録されたデータの各ブロックを比較し

（どちらか小さい方をとり）、そして２点の参照ポイント間のタイムベースを合わせるために 

補間修正します。 

 

 

Appendix A ビデオ同期 
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